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レ線撮影を行なった 1113例につき検討したが，（i ~I( 

















































痛， l巾J,｛廷の異常着色はない 体格中等度＇ ··~ ~建♂


























































蜂須賀喜多男 ・O浅野多－ . {1;~ 直之



















l徒に特記事項な し3 現病歴， t緩い準備体操の任， ベタ
ート練習中右脚がすべった瞬間；右腸骨部に鈍痛を覚
え，更に20m走った所I卵白lのため歩行も不能となり来
院した． 来院時全身所見に異常を認めずp 局所所見3
｛：；股関節は軽度屈曲位を取り殺；M1のため白動運動不能
であり 白腸骨前上線部に一致して軽度腫脹圧痛を 認
む．レ線撮影にて賜骨前上線骨折の診断のもとに手術
を施行，骨片はf母指頭大で約3cm内下方に転位して居
り股関節を原由l立にて核後螺子固定の後ブラウニ氏副
子に2週間固定以後マッサージ歩行練習を行ない1後
3週間で全，台退院した．
